
株主還元方針

当社では、株主還元の状況を示す指標とし
て株主資本を基準にしたDOE（株主資本配当
率）を採用しています。成長投資への積極的
な資本配分を実施しながらも、事業特性から
くる業績の変動を鑑み、安定かつ継続的な配
当を実施するため、DOE2.0％以上を目標と
して考えています。また、業績連動を加味し
た、より機動的な還元政策を実施すべく、総還
元性向※40％以上も併せてめざしておりま
す。1株当たり配当金を継続的に増配するこ
とで、株主の皆様への利益還元をより高めて
まいります。2025年12月期の中間配当は1
株につき 14円といたしました。期末配当は
15円の予定で、年間配当は 29円を計画して
います。

■ 当期純利益　　■ 1株当たり配当金　　  DOE（配当金総額/株主資本）

2023年12月期 2024年12月期 2025年12月期
（予想）

29円 29円 29円

2.2%
2.3%

2.2%

41億円

29億円

△46億円

※総還元性向とは、親会社株主に帰属する当期純利益に対する配当額と自己株式取得の合計額の比率を表します。

※1 �金属粉末材料…金属3Dプリンタで部品を造形するために使用される、非
常に細かく、純度の高い金属粒子

※2 応力…部品の反りや割れの原因となる、内部に蓄積される力

DOE（Dividend on equity ratio：株主資本配当率）とは？

DOEは、株主資本に対して、企業がどの程度の配当を支払っているかを示す財務指標です。株主資本という元手に対して、
企業が株主様に年間どれだけ配当金としての還元をしたかを見ることができます。

÷DOE ＝ 年間配当総額 株主資本

　　金属3Dプリンタ用粉末材料「HYPER21」について
　　教えてください。
　　�「HYPER21」は、当社の金属3Dプリンタ 

「OPM250L+」に対応した金属粉末材料※1です。
　本材料は、OPM250L+の切削機能を最大限に活用し、機内切削
のみで金型加工の大部分を完了させることをめざして開発しまし
た。従来の粉末材料では、造形時に発生する応力※2により加工精
度が低下したり、造形品が過度に硬化して切削が困難になるといっ
た課題がありました。「HYPER21」では、これらの課題を解決する
ために、新たな組成を持つ粉末材料として開発されたものです。

　　「HYPER21」最大の特長を教えてください。
　　�加工にかかる時間や工数の大幅な削減と、 

切削時の高い精度を両立しています。
　「HYPER21」を使用することで、金型加工の多岐にわたる工程を
OPM250L+に集約でき、加工にかかる時間や工数を大幅に削減
できるようになります。また、切削時の精度を高めるために、部品
内に生じる応力を開放できるよう粉末組成を調整し、造形時の硬
度も一般的な金型素材と同じになるようにしています。熱処理を
しなくても量産使用に耐えられる強度と硬度があり、加工時の精
度を維持したまま量産金型に使用できることが大きな利点です。

　　開発で苦労したエピソードを教えてください。
　　�試行錯誤して粉末組成を最適化し、 

想定通りの部品強度を実現しました。
　以前、部品の強度を示す一部の指標が予想よりも低くなるとい
う問題がありました。引っ張る力に対する強さや、変形しにくさは
問題なかったのですが、部品が変形を始める力（耐力）が十分に出
ていなかったのです。調査の結果、金属粉末の成分が原因で、造形
後に部品が常温に戻った際に、強度が十分に発揮されないことが
わかりました。そこで粉末の成分を見直し、強度が立ち上がる温
度帯を高く設定したところ、耐力が改善され、一般的な金型素材と
同等の性能を示すようになりました。

　　開発者としての想いをお聞かせください。
　　�従来の粉末材料では難しかったお客様ニーズに 

お応えできることを期待しています。
　省人化や工程集約、加工の短納期化といったニーズは、常にお
客様から強く求められています。従来の粉末材料では、こうした
ご要望に十分に応えきれない場面もありました。
　今回リリースした「HYPER21」粉末と「OPM250L+」の組み合わ
せにより、これまでの課題を解決し、加工のしやすさや扱いやすさ
が飛躍的に向上しました。これにより、より効率的で高品質な金
型製造が可能となり、お客様にもご満足いただけることを期待し
ています。今後も、お客様の期待を超えるソリューションをお届
けできるよう、さらなる技術革新に取り組んでまいります。

金属3Dプリンタ用粉末材料

HYPER21 開発秘話

開発者Interview開発者 Interview
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株式情報 （2025年6月30日現在）

「統合レポート2024」を発行しました
ステークホルダーの皆様にソディックグループの持続的な企業価値向上に向けた取り
組みについてより深くご理解いただくために、「統合レポート2024」を発行しました。
当社がめざす姿や経営目標などを掲載しているほか、ソディックグループの価値創造
プロセスやサステナビリティの取り組み内容などに関する情報開示を行っています。
ぜひご覧ください。 ▲ 詳しくは

　 コチラ

大株主株式情報

所有者別株式分布状況

株主メモ

発行可能株式総数	 150,000,000株
発行済株式総数	 54,792,239株
株主数	 14,634名

個人・その他　36.94%

金融機関　25.53%
その他法人　5.52%

証券会社　3.89%

自己名義　7.56%

外国法人等　20.56%

株主名 所有株式数（株） 持株比率（%）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 7,330,500 13.38
株式会社ソディック 4,141,909 7.56
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 2,633,500 4.81
森田　清 1,190,070 2.17
CGML-LONDON EQUITY	 1,058,419 1.93
ソディック共栄持株会	 1,025,900 1.87
野村證券株式会社 933,706 1.70
ソディック従業員持株会	 931,891 1.70
有限会社ティ・エフ 895,000 1.63
株式会社三井住友銀行 850,000 1.55

■  北・南米	 16.1%

業績・財務ハイライト

連結貸借対照表の概要/連結キャッシュ・フロー（CF）計算書の概要 （単位：億円）

1,015

■ 流動資産 ■ 固定資産

前期末
2024年12月末

1,449

904

455

1,360

434

当第2四半期末
2025年6月末

844

383
222

817

322
220

■ その他負債 ■ 有利子負債 ■ 純資産

連結損益計算書の概要 （単位：億円）

セグメント別売上高構成比 （2025年12月期第2四半期累計） 地域別売上高構成比 （2025年12月期第2四半期累計）

■  中華圏	 34.4%

■  日本	 29.0%

■  アジア	 11.8%

■  欧州	 8.7%

■  工作機械事業	 73.3%

■  その他事業	 7.1% 
■  食品機械事業	 7.2%
■  産業機械事業	 12.4%

● 売上高

2024年12⽉期 2025年12⽉期

335

736

22

41
774

（予想）

379

 第2四半期累計　　  通期

● 親会社株主に帰属する当期純利益● 営業利益

期首残高
425

営業CF
55

投資CF
5

財務CF
△69

その他
△14

第2四半期末
残高
402

当第2四半期
（2025年1月1日～2025年6月30日）

2024年12⽉期 2025年12⽉期

29
（予想）

10

2024年12⽉期 2025年12⽉期

43
（予想）

△ 0
8

IRサイトでは、決算短信、決算説明資料など詳しい決算情報がご覧になれます 
https://www.sodick.co.jp/ir/ir_note.html ソディックIR 検 索

IRサイトでさらに詳しく

21

事業年度	 1月1日〜12月31日
株主確定日	 ●  定時株主総会、期末配当金：12月31日
	 ●  中間配当金：6月30日
定時株主総会	 毎年3月
公告の方法	 電子公告により行う
(公告掲載ＵＲＬ)	 https://www.sodick.co.jp/ir/ir-f.html

	 ただし、電子公告によることができない事故、
その他のやむを得ない事由が生じた時には、
日本経済新聞に公告いたします。

株主名簿管理人
および特別口座の	 三井住友信託銀行株式会社
口座管理機関
郵便物の送付先	 三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
	 〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目８番４号
電話お問合せ先	 TEL 0120-782-031（通話料無料）
ホームページアドレス	 https://www.smtb.jp/personal/procedure/agency/
上場証券取引所	 東京証券取引所　プライム市場
	 証券コード：6143
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